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はじめに 

 和本；日本で作られ、和綴じで製本された本。冊子。 

 モノとしての和本；個人や家、組織の活動が窺える資料 

◎今回は、板本を中心に当館収蔵資料の和本を紹介 

 

１．こんな本あります 

 「東海道中膝栗毛」（小田家文書〈柳井市金屋〉和 334） 

 「新板増字消息往来」（内藤家文書〈下松市〉和漢 68） 

 「再板仮名手本忠臣蔵」（内藤家文書〈下松市〉和漢 83）、「仮名手本忠臣蔵 五段

目」（同 84） 

 

２．ちょっと深掘り 

 「解体新書」（小田家文書〈山口市吉敷〉53）と医家の蔵書 

  …蔵書のラインナップや書き込みにみる学びのあり方 

 「里見八犬伝」（小野家文書 951～957）と蔵書印 

  …来歴を考える 

 

３．ローカルな出版 

 「改訂音訓大学」（河崎家文書*1830）と明倫館版 *美祢市四郎ヶ原 

  …印刷時期から所有の契機がわかる？ 

 「柳つか集」（小田家文書〈柳井市金屋〉和 122）と蕉門書林、柳井社中 

  …趣味のコミュニティでの出版と地域文化 

 「周防府 松崎天神鎮座考」（荒瀬家文書〈防府市〉246・247）と水門屋 

  …ローカルな出版と著者の関係を窺う 

 

おわりに 

和本周辺資料（入手関係資料、蔵書目録、貸借関連資料など） 

…本と併せ見ることで、本を取り巻く地域の歴史や文化の把握に 
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